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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
２５℃では非流動性を有し、かつ、５０～１００℃の範囲では流動性を有する（Ａ）成分
と（Ｂ）成分を含有する光硬化性樹脂層、および光透過性フィルム層からなるシート状封
止材により、有機ＥＬ素子を有する基板に該シート状封止材を保温された圧着ロールにて
圧着して貼合せる工程と光照射により光硬化性樹脂層を硬化する工程による無機膜の下地
になる一次被膜の形成方法。
（Ａ）成分：平均分子量が１０００～１００００かつ分散度Ｍｗ／Ｍｎが１．５～３．０
で、ビスフェノール骨格を有するエポキシ樹脂の両末端及び／　又は側鎖を（メタ）アク
リル酸で（メタ）アクリル化したエポキシ（メタ）アクリレート
（Ｂ）成分：光重合開始剤
【請求項２】
光透過性フィルム層がポリエーテルサルフォンからなる請求項１に記載の無機膜の下地に
なる一次被膜の形成方法。
【請求項３】
光透過性フィルム層がポリエチレンテレフタレートフィルムからなり、光硬化性樹脂層を
硬化する工程の後に、光透過性フィルムを取り除く工程を含む請求項１に記載の無機膜の
下地になる一次被膜の形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明はガラス基板上に形成された有機ＥＬ素子を保護するための封止剤、及びその封
止方法に関し、さらに詳しくは、光硬化性樹脂を用いた有機ＥＬ素子を保護するためのシ
ート状の封止剤、及びその封止方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子は、蛍光性有機ＥＬ素子化合物を含む薄膜を陰極と陽極の間に挟んだ構造
を有し、この薄膜に電子及び正孔を注入して再結合するときに生じる発光を利用するもの
である。ところで、この蛍光性有機ＥＬ素子化合物は、水分や酸素などに弱く、例えば有
機ＥＬ素子を大気中で駆動させると発光特性が急激に低下する。このように有機ＥＬ素子
は湿気の影響を受けやすいため、従来からその表面に窒化シリコンなどの無機膜を形成す
ることで、水分や酸素等との接触を遮断するように対処してきた。
【特許文献１】特開平５－０８９９５９号公報
【特許文献２】特開平１１－０４０３４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、この無機膜形成は凹凸のある有機ＥＬ素子の表面に有効な保護膜を形成する
のに非常な時間がかかるため、生産効率を上げるのが困難であった。また、窒化シリコン
などの無機膜は硬く剛性が高いため有機ＥＬ素子にクラックが入り易く、品質の低下や不
良品の発生をまねいていた。本発明ではこのような問題を解決することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明者等は、前述した課題を解決するため鋭意検討した結果、分子の末端又は側鎖に
エチレン性二重結合を有する化合物と、光重合開始剤とを主成分とする（ａ）光硬化性樹
脂層を、（ｂ）光透過性を有するフィルム上に形成した封止材であって、前記（ａ）の光
硬化性樹脂層が２５℃では非流動性を示し、かつ、加熱すると５０℃～１００℃の範囲で
流動性を発現することを特徴とする有機ＥＬ素子用封止材を用いて、有機ＥＬ素子表面に
硬化した光硬化性樹脂層を含む一次被膜を設けることで、前述の課題を解決した。また、
別の発明では、有機ＥＬ素子が形成された平滑なガラス基板、及び光硬化性樹脂層と光透
過性フィルム層とを有するシート状封止材をそれぞれ用意し、ガラス基板上の有機ＥＬ素
子をシート状封止材で被覆するように押し当てながら貼合わせ、ついで、光を照射してこ
の光硬化性樹脂層を硬化した後、光透過性フィルムを取り除き、または取り除かずして、
有機ＥＬ素子を光硬化性樹脂により封止することにより、有機ＥＬ素子表面に硬化した光
硬化性樹脂の一次被膜を平滑に設けることで前述の課題を解決した。
【０００５】
　このように硬化した光硬化性樹脂の一次被膜を有機ＥＬ素子表面に平滑に設けることで
、この後の工程を容易にすることができる。例えば、この光硬化性樹脂の一次被膜の上に
従来から用いられる窒化シリコンなどの無機膜を容易に形成できるようになる。
【０００６】
　以下本発明の各要素について詳述する。本発明に用いられる分子の末端又は側鎖にエチ
レン性二重結合を有する化合物と、光重合開始剤とを主成分とする（ａ）光硬化性樹脂層
を、（ｂ）光透過性を有するフィルム上に形成した封止材のうち、分子の末端又は側鎖に
エチレン性二重結合を有する化合物とは、分子の末端又は側鎖に（メタ）アクリロイル基
を有するアクリル系の硬化性樹脂を好ましく用いることができ、さらに主鎖にビスフェノ
ールＡやビスフェノールＦ骨格を有し、分子の末端又は側鎖に（メタ）アクリロイル基を
有するエポキシ（メタ）アクリレートが特に好ましく用いられる。また、このエポキシ（
メタ）アクリレートは、平均分子量が１０００～１００００、かつ分散度Ｍｗ／Ｍｎが１
．５～３．０であることが望ましい。このように平均分子量や分散度を制御することで、
塗工時の塗膜精度やタック性が良好になり、また熱圧着時の流動性がすぐれ、気泡のない
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【０００７】
　また、前記（ａ）光硬化性樹脂層には、エチレン性二重結合を有する化合物を光硬化さ
せるための光重合開始剤を含有する。この光重合開始剤としては、従来から公知の光（主
に紫外線や可視光線）照射により活性ラジカルを発生する光重合開始剤が上げられる。具
体的には、一般的に光重合開始剤として用いられるベンゾフェノンやアセトフェノン等が
上げられるがこれらに限定されない。これらの中でも高分子型の光重合開始剤であるＫＩ
Ｐ１５０やＫＩＰ－ＫＫ（いずれもＬａｍｂｅｒｔｉ社製）等が、硬化後のアウトガス成
分が少ない点で好ましく用いられる。また、可視光域に吸収波長を持つ光重合開始剤を用
いて可視光照射により硬化させると、紫外線照射による有機ＥＬ素子の性能劣化を防止す
ることが可能である。この場合、可視光域でも硬化可能な例えばアシルホスヒンオキサイ
ド系の光重合開始剤等を使うことが必要である。
【０００８】
　本発明に用いられる（ｂ）光透過性を有するフィルムとしては、例えばポリエステル，
ポリエチレン，ポリプロピレン等が挙げられるが基本的に光を透過するものであれば特に
制限はない。また、有機ＥＬ素子が紫外線により劣化することを考慮して、前記（ｂ）光
透過性を有するフィルムに紫外線吸収剤を添加して紫外線を遮断することも可能である。
なお、このフィルムは最終的には硬化した光硬化性樹脂層から剥離されるため、硬化性樹
脂層との接着性は要求されない。また、封止工程における有機ＥＬ素子の封止性を考慮す
ると、フィルムとして十分な柔軟性が得られる程度の薄膜であることが必要である。
【０００９】
　前述した（ａ）光硬化性樹脂層は、常温（２５℃）で非流動性を示し、固体もしくは軟
質固体であり、５０℃～１００℃で（好ましくは６０℃～８０℃）溶融する必要がある。
言い換えれば、この（ａ）光硬化性樹脂層は、常温（２５℃）では固体もしくは軟質固体
であるため貯蔵安定性に優れ、５０℃～１００℃（好ましくは６０℃～８０℃）に加熱昇
温すると溶融して流動性を発現することを意味する。そのため、前述したエポキシ（メタ
）アクリレートなどの光硬化性樹脂が、５０℃～１００℃の温度範囲で流動性を発現し、
かつ、常温（２５℃）では固形状もしくは軟質の固体状の非流動性を示す化合物（オリゴ
マーやプレポリマー）を使用することが必要である。この具体的な光硬化性オリゴマーや
プレポリマーとしては、例えば下式（１）及び／又は（２）で示される化合物が好適であ
る。
【００１０】
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【化１】

【００１１】
【化２】

【００１２】
　これらの光硬化性オリゴマーやプレポリマーは、例えば、ＥＰ－００２１（商品名　下
式で示す）として共栄社化学工業（株）から市販されているものなどが使用できる。また
、光硬化性樹脂層を光透過性を有するフィルム上に形成するには、例えば、次のような方
法を用いることができる。まず、前述した光硬化性樹脂を有機溶媒などに溶解し、ついで
光重合開始剤を添加して撹拌し均一な液状組成物とした後、この溶液を（ｂ）光透過性を
有するフィルム上に所定の厚みに延展し、次に有機溶媒を揮散させて非流動性の（ａ）光
硬化性樹脂層を形成したり、あるいは、前述した光硬化性樹脂を５０℃以上に加熱して溶
融し、ここに光重合開始剤を添加して撹拌し均一な液状組成物とした後、この溶液を（ｂ
）光透過性を有するフィルム上に所定の厚みに延展し、次にこれを室温まで冷却すること
で、（ａ）光硬化性樹脂層を、（ｂ）光透過性を有するフィルム上に形成した封止材を製
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造することができる。
【００１３】
【化３】

【００１４】
　上記した（ａ）光硬化性樹脂層には、さらにつぎのような種々の添加剤を添加すること
ができる。例えば有機ＥＬ素子への水分の影響を軽減するため、酸化バリウムなどの吸湿
剤を添加したり、光硬化性樹脂層の透明性を損なわない程度に充填剤を添加することがで
きる。
【発明の効果】
【００１５】
　有機ＥＬ素子が形成された平滑なガラス基板、及び光硬化性樹脂層と光透過性フィルム
層とを有するシート状封止材をそれぞれ用意し、ガラス基板上の有機ＥＬ素子をシート状
封止材で被覆するように押し当てながら貼合わせ、ついで、光を照射してこの光硬化性樹
脂層を硬化した後、光透過性フィルムを取り除き、有機ＥＬ素子を光硬化性樹脂により封
止することにより、有機ＥＬ素子表面に硬化した光硬化性樹脂の一次被膜を平滑に設ける
ことができる。また、硬化した光硬化性樹脂の表面は光透過性フィルムを通して硬化させ
たので、大気中の酸素阻害により表面硬化阻害が起こらず、その表面まで十分に硬化させ
ることが可能であった。
【００１６】
　さらに、有機ＥＬ素子の凹凸を光硬化性樹脂層で被覆したので、次工程に窒化シリコン
膜を形成する場合には、その形成時間を大幅に短縮することができ、加えて、有機ＥＬ素
子表面と窒化シリコン膜の間に光硬化した樹脂層が存在するため、湿気や酸素などに対す
る耐久性がより向上する他、この樹脂層が緩衝材の役目を果たして有機ＥＬ素子の破損防
止にも役立つ。また、窒化シリコン膜などの無機保護膜ではなく、十分に透湿性の低い接
着剤を保護膜として使用することも可能である。この光硬化樹脂中に酸化バリウムなどの
吸湿剤を添加すればその効果は更に向上し、窒化シリコン膜や接着剤などの保護膜そのも
のを省略することも可能となる。
【００１７】
　本発明のシート状封止材における光硬化樹脂層は、常温おいて非流動性であるため取扱
いが容易で、かつ、保存安定性に優れるという特徴を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
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　次に実施例を用いて本発明を詳述する。
【実施例１】
【００１９】
　まず、下記に示す配合割合にて光硬化性樹脂を調合した。
１．　光硬化性オリゴマー（ＥＰ－００２１）　‥‥‥　　１００重量部
（共栄社化学社製、ただし、ＥＰ－００２１はその組成物中に、ＭＥＫ（メチルエチルケ
トン）３０重量％を含む。なお、このオリゴマーの平均分子量２０００、分散度２．０で
ある。　
２．　光重合開始剤（ＫＩＰ－１５０）　‥‥‥　　２重量部（Ｌａｍｂｅｒｔｉ社製）
上記光硬化性オリゴマーと光重合開始剤とを均一混合し、この混合液をポリエチレンテレ
フタレートフィルム（厚み０．３ｍｍ）上にスクリーン印刷機を用いて厚さ５０μｍに塗
工した。ついでこのフィルムを乾燥炉にて１００℃で３０分乾燥し常温に放置して、厚さ
３５μｍの光硬化性樹脂層を持ったシート状の封止材を製造した（図１（イ）参照）。な
お、このシート状の封止材を指触したが表面にタックが発現しているものの、光硬化性樹
脂層の流動性は認められなかった。また、光硬化性樹脂層の厚みは封止する有機ＥＬ素子
の大きさや形状により任意に決定されるが、５～５００μｍ程度に形成することが好適で
ある。５μｍ未満であると有機ＥＬ素子を完全に封止することが困難になり、また、５０
０μｍを越えると光硬化性樹脂層が厚くなりすぎて、光照射による完全硬化が困難になる
ため、未硬化樹脂からのアウトガスが発生し易くなる。
【実施例２】
【００２０】
　次に、凹凸の有機ＥＬ素子（１）を透明ガラス平板上（２）に形成した基板（図１（ロ
）参照）に、実施例１で製造したシート状封止材を一端部から貼合わせ（図２参照）、８
０℃に加熱した押圧ロール（５）を用いてシート状封止材をガラス基板に圧着する。そし
て、凹凸のある有機ＥＬ素子の隙間を加熱により流動性を発現した光硬化性樹脂層で充填
する。この時、光硬化性樹脂層の流動性を助けるため、有機ＥＬ素子が形成されたガラス
基板を、有機ＥＬ素子が変質しない程度に予め加温しておいてもよく、また、貼合わせ作
業を行う環境そのものを例えば５０℃程度に加温しておいてもよい。
【００２１】
　ついで、光透過性フィルム側から紫外線を満遍なく照射して前記光硬化性樹脂層を硬化
する（図３を参照）。次に、硬化した光硬化性樹脂層から光透過性フィルムを剥離して、
表面が平滑な光硬化樹脂に被覆封止された有機ＥＬ素子基板を得た（図４参照）。この時
、硬化した光硬化性樹脂の表面を確認したところ、フィルムを通して光硬化を行ったため
、光硬化性樹脂の表面の硬化不良（大気中の酸素により硬化阻害）が起こらず平滑で良好
な硬化膜を形成していた。
【００２２】
　そして、この硬化した光硬化性樹脂表面に、真空蒸着法により窒化シリコン膜を形成し
たが、従来の有機ＥＬ素子上に直接窒化シリコン膜を形成する方法に比べて大幅に時間の
短縮が行え、しかも均一な窒化シリコン膜が形成できた。また、当然のことながら、本発
明のシート状接着剤を直接有機ＥＬ素子の上に形成するのではなく、窒化シリコンなどの
無機膜を介した後の最終封止剤として使用することも可能である。
【実施例３】
【００２３】
　実施例１と同様に調整した光硬化性樹脂を、ポリエーテルサルフォンフィルム（厚み０
．３ｍｍ　住友ベークライト社製　スリライトＦＳＴ５３００）上にスクリーン印刷機を
用いて厚さ５０μｍに塗工した。ついでこのフィルムを乾燥炉にて１００℃で３０分乾燥
し常温に放置して、厚さ３５μｍの光硬化性樹脂層を持ったシート状の封止材を製造した
。なお、このシート状の封止材を指触したが表面にタックが発現しているものの、光硬化
性樹脂層の流動性は認められなかった。また、光硬化性樹脂層の厚みは封止する有機ＥＬ
素子の大きさや形状により任意に決定されるが、５～５００μｍ程度に形成することが好
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５００μｍを越えると光硬化性樹脂層が厚くなりすぎて、光照射による完全硬化が困難に
なるため、未硬化樹脂からのアウトガスが発生し易くなる。
【００２４】
　次に、凹凸の有機ＥＬ素子（１）を透明ガラス平板上（２）に形成した基板上に、真空
蒸着法により窒化シリコン膜を形成した。ついで、上述したシート状封止材を一端部から
貼合わせ、８０℃に加熱した押圧ロール（５）を用いてシート状封止材をガラス基板に圧
着する。そして、加熱により流動性を発現した光硬化性樹脂層で、窒化シリコン膜で被覆
した有機ＥＬ素子間の隙間を充填する。この時、光硬化性樹脂層の流動性を助けるため、
有機ＥＬ素子が形成されたガラス基板を、有機ＥＬ素子が変質しない程度に予め加温して
おいてもよく、また、貼合わせ作業を行う環境を加温してもよい。
【００２５】
　次に、光透過性フィルム（ポリエーテルサルフォン）側から紫外線を満遍なく照射して
前記光硬化性樹脂層を硬化させた（図３参照）。この時、光硬化性樹脂層とポリエーテル
サルフォンフィルムは相互に強固に接着していることが確認された。また、このポリエー
テルサルフォンフィルムはガスバリア性に優れているため、ポリエーテルサルフォンフィ
ルムの表面にガラス製や樹脂製の薄板を積層しなくても、十分なガスバリア性を有するよ
うになり、最終封止剤として使用することも可能である。この場合、光透過性フィルムを
取り除く必要がなくなり製造工程も簡略化できる。
【００２６】
　また、上記実施例では吸湿材としての窒化シリコン膜を有機ＥＬ素子表面に形成したが
、光透過性フィルムにあらかじめ窒化シリコンや酸化チタンなどの無機コーティング処理
を施してもよい。
【００２７】
　また、本発明の有機ＥＬ素子基板はガラス基板に限るものではないが、フィルム基板に
有機ＥＬ素子を形成する場合においては、本発明シート状接着剤を取り除くことなく最終
封止をするときは、有機ＥＬ素子基板フィルムと本発明シート状接着剤の基板の種類は同
じであることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】有機ＥＬ素子が形成された透明ガラス基板及びシート状封止材を示した断面簡略
図である。
【図２】本発明の実施例２、３における貼合わせ工程を示した断面簡略図である。
【図３】本発明の実施例２、３における光照射工程を示した断面簡略図である。
【図４】本発明の実施例２における有機ＥＬ素子基板を示す断面簡略図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　‥‥　光透過性フィルム
　２　‥‥　光硬化性樹脂層
　３　‥‥　有機ＥＬ素子
　４　‥‥　ガラス基板
　５　‥‥　圧着ロール
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